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研究成果の概要（和文）：山本忠雄著 Growth and System of the Language of Dickens (1950)に基づ

いた多機能搭載型電子版 The Dickens Lexicon は Dickens Lexicon Online として近い将来一般公開

する基盤が構築された。 

 

研究成果の概要（英文）：The Dickens Lexicon based on Tadao Yamamoto’s Growth and System of the 

Language of Dickens: An Introduction to A Dickens Lexicon (1950) will be released as the “Dickens 

Lexicon Online” on an internet website with a multifunctional search engine, in the near future. 
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１．研究開始当初の背景  

英語英文学研究者として初めて日本学士院
賞を受賞された故山本忠雄博士の Growth 

and System of the Language of Dickens: An 

Introduction to A Dickens Lexicon は、副題に
あるように Dickens Lexicon の作成を最終
目標として書かれた Introduction である。
山本博士の Dickens Lexicon 作成の構想は、
1941 年頃にまでさかのぼる。この構想は当
時の『英語青年』に紹介され、用例収集の
様子は 1943 年の『英文学研究』（Vol. XXIII, 

No. 3）の Correspondence に記されている。

1942 年頃、山本博士の研究活動に協力する
Lexicon 作成のための研究会が広島大学の
桝井迪夫教授を中心に作られた。その他の
メンバーとして、黒瀬保、東田千秋、神津
東雄、吉田安雄、五島忠久、松本淳、松浪
有、廣岡英雄、河井迪男氏らが含まれてい
る。この共同研究は十分に機能しなかった。  

その後人数も制限されて、東田千秋、吉田
安雄、松本淳、河原重清の各氏で作品を分
担して行なわれた。その成果の一部が、『デ
ィケンズの文体』（南雲堂、1960）にまとめ
られた。しかし、この共同研究においても
共同でカードを収集することの難しさに直
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面し、共同研究は中止となった。  

それ以降は、山本博士独力で用例の収集に
当たられ、初期の作品 Pickwick Papers 

(1836-7) からもう一度作品の年代順にカ
ードが集めた。しかし、Lexicon は完成され
ることなく 1991 年に他界された。1997 年、
遺族から山本博士の蔵書を母校大阪大学に
寄贈したいとの申し出があり、蔵書の整理
中に書斎の一角で、6 万枚の膨大なカード
が発見された。  

 

２．研究の目的  

本研究は、Dickens Lexicon の作成を最終目
標 と し て 書 か れ た Introduction で あ る
Growth and System of the Language of 

Dickens: An Introduction to A Dickens 

Lexicon （1946 年東京大学より文学博士の
学位を授与し、1950 年に出版され、2003

年第 3 版の改訂版（溪水社）が刊行）の著
者、故山本忠雄博士（1904—91）（元広島大
学、神戸大学教授）が構想した Dickens 

Lexicon を、コンピュータ技術を駆使して
様々な機能を搭載し、Dickens の言語文体
研究のみならず、18 世紀、19 世紀の英国小
説家の言語文体研究に寄与することを目的
とした研究者 20 名によるプロジェクトで
ある。 

本 Lexicon は冊子体資料ではなくオンライ
ン上で一般公開する。この Lexicon は、山
本博士が収集した用例カード約 6 万枚の全
データを電子化し、見出し語、作品からの
本文引用、定義とその典拠となる辞書名、
品詞、類例、注釈、OED における当該箇所
の引用等の情報に関する複合検索機能を実
装する。また，Lexicon の付加機能として
Dickens の全作品および 18、19 世紀を代表
する作家の主要作品のテキストを収録し、
全文検索が可能なエンジンを実装する。さ
らに、本 Lexicon を利用した Dickens の言語
文体研究のみならず、18 世紀、19 世紀の英
国小説家の言語文体研究に関する論文集を
同時に刊行する。世界の研究者の利用を目
的としているためすべて英文で書かれ、海
外の出版社から刊行予定である。  

 

３．研究の方法  

Lexicon 作成のために、研究者 20 名による
プロジェクトチームが結成され、次のよう

な作業を行ってきた。まず、山本博士が作
成したカード 6 万枚をアルファベット順に
並べ、アルファベット毎に枚数を確認し記
録した。手分けしてカードをファイルメー
カーに入力。 free texts のサイトである
Gutenberg 等から Dickens の全作品のテクス
トをダウンロードし、編集して電子テクス
トを作成した。その電子テクストからコピ
ーアンドペーストして引用を長めにし、引
用箇所を充実させた。Dickens の全作品だ
けでなく、19 世紀と 18 世紀の主要な作家
の電子テクストも搭載した。現在は、定義
項目の充実と刊行する際の最終的な完成版
の調整、本 Lexicon を使った研究論文の作
成を行っている。 

 

４．研究成果  

Dickens Lexicon 作成プロジェクトでは、次
のような成果が得られた。  

（1）山本博士が収集した6万枚のカードを
すべてコンピュータに入力し、作品からの
引用、定義、辞書、コメントなどカードに
記載されているすべての情報も入力を終了
した。  

（2）Dickensの全作品の電子テクスト化を
終了し、コンコーダンス作成ソフトを使っ
て検索可能な機能を実装した。  

（3）Dickensの言語文体研究のみならず18

世紀、19世紀の英国小説の言語文体研究に
寄与することを目的として、18、19世紀を
代表する作家の主要作品の電子テクストを
完成した。機能としては、単純な語句検索
だけでなく、コンコーダンス作成機能を搭
載し、Dickensの作品だけでなく、18世紀や
19世紀の作家の言語使用も調査研究できる
ように配慮した。今後さらに作品数を増や
す予定である。  

（4）山本博士のカードに定義が入っていな
いデータに関して、点検し定義入力を行っ
ている。これまで、Sketches by Boz, Bleak 

Houseを終了した。Pickwick Papers等の初期
の作品ももう少しで終了する。  

（5）国外・国内の学会誌や学会で成果を発
表した。1つだけここで言及すると2010年7

月に英国ロンドン King’s College London

で開催されたDigital Humanities 2010のポス
ターセッションに参加し、最優秀ポスター
セッション賞に選ばれた。  
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